
市
民
と
市
長
の
日

「
市
民
と
市
長
の
日
」
を

6
月

1
日
出
午
前

9
時
か
ら
正
午
ま
で
、
市
役

所

3
階
市
長
室
で
行
い
ま
す
。

赤新

西
入
好
雄
さ
ん

(常
入
一

森
本
正
子
さ
ん

八八

浜
村
周
平
さ
ん

(常
磐
城
一

窪
田
と
め
さ
ん

石
山
ク
ニ
さ
ん

堀
田
美
津
怯
さ
ん

JE
kbE
ん

aa----

町上千
吉本曲
田郷町

西

脇

晴
州
件
的
形
げ

八七
回 7し

九四七
五八八

山
浦
き
く
ゐ
さ
ん

内入

坂屋

七ノ
ー0

昭和60年 5月16日

主な内容

第
二
次
長
期
基
本
構
想
が
答
申
・
・

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
2
ペ
ー
ジ

上
田
市
功
労
者
、
ロ
人
が
め
で
た
く
受
章
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
j
i
-
-
-
3
ペ
ー
ジ

春
の
叙
勲
、

6
人
が
晴
れ
の
受
章
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
j

i
--
-
j
i
-
-
-
4
ペ
ー
ジ

知
事
表
彰

6
人
か
受
章
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-:
:
:
j
i
-
-
-:
:
:
:
:
:
:
:
:
5
ペ
ー
ジ

カ
メ
ラ
レ
ポ

:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
・:
J
J
・-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
6

・
7
ペ
ー
ジ

お
知
ら
せ
:
-j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-:
:
・
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
8
1
H
ぺ
ー
ジ

マ
ル
チ
商
法
に
よ
る
相
談
急
増
:
j
i
-
-j

i
--
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
ロ
ペ
ー
ジ

水
道
特
集

(
4
ペ
ー
ジ
)
、
納
税
特
集

(
2
ペ
ー
ジ
)
老
人
保
健
特
集

(2
ペ
ー
ジ
)

発行

集

話

刷

編

電

印

上田市

(大手一丁目11番16号)

秘書課

上回⑫4100内線205

田辺印刷

第 935号

ー下

上~ii

農
地
問
題
相
談
日

「
農
地
問
題
相
談
」
を

6

月

1
日
出
午
前

8
時
初
分
か
ら
正
午
ま
で
、
市

役
所

2
階
農
業
委
員
会
事
務
局
で
行
い
ま
す
。

A
U、毎月 1日・16日発行

え
。
令
川
μ

広報

新緑カ、目にまぶしい 5月2日、塩田中央保育園では「こどもの日の集い」
が行われました こいのはりヵ、高〈泳いでいる聞の庭で、 85人の園児たちは

歌をうた ったり、遊戯をしたりして、楽しいひとときを過ごしました。 じ
.除
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第

一
次
長
期
基
本
構
想
が
答
申

えつ広報戸第 935号

小
林
審
議
会
会
長
(
右
)
か
ら

答
申
書
を
受
け
る
氷
野
市
長

6
月
市
議
会
へ

上
田
市
長
期
基
本
構
想
審
議
会

は
、
昭
和
五
十
八
年
九
月
に
市
長
か

ら
、
「
上
田
市
の
第
二
次
長
期
基
本
構

想
及
び
こ
れ
に
即
す
る
基
本
計
画
に

つ
い
て
」
の
諮
問
を
受
け
ま
し
た
。

同
審
議
会
で
は
、
策
定
に
あ
た
り

技
術
革
新
、
高
速
交
通
時
代
な
ど
の

社
会
情
勢
の
変
化
と
、
市
民
の
意
識

が
「
物
か
ら
心
」
へ
と
変
化
し
、
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
歴
史
と
の
語
ら

い
の
中
で
「
う
る
お
い
」
を
求
め
て

い
る
点
を
尊
重
し
ま
し
た
。

受
章
者
の
皆
さ
ん
に
、
永
野
市
長
か
ら

表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た

提
案

ま
た
、
市
民
の
意
向
か
反
映
さ
れ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
基
本
姿
勢
の
も
と
に
、
素
案
の
作

成
に
あ
た
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

婦
人
・
老
人

・
労
働
者
・
商
工
業
者
・

農
業
団
体
な
ど
の
各
界
別
市
民
広
聴
、

市
内
十
八
か
所
で
行
わ
れ
た
「
市
長

と
語
る
会
」
、
さ
ら
に
は
最
近
三
か
年

に
市
内
へ
転
入
し
た
市
民
へ
の
意
識

調
査
、
上
田
市
出
身
の
東
京
在
住
者

と
の
懇
談
会
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み

も
行
い
ま
し
た
。

基
本
構
想
の
骨
格
で
あ
る
施
策
体

系
は
、
上
田
市
を
す
ば
ら
し
い
ま
ち

に
す
る
願
い
を
込
め
て
制
定
さ
れ
た

「
上
田
市
民
憲
章
」
の
精
神
に
基
づ

い
て
組
み
立
て
、
来
る

べ
き
二
十
一

世
紀
を
展
望
し
、
東
信
地
域
の
中
核

都
市
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能

を
も
ち
、
活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
基
本
構
想
と
し
て
集

約
し
ま
し
た
。

審
議
会
は
、
答
申
ま
で
に
十
回
開

催
き
れ
ま
し
た
が
、
最
初
は
基
礎
資

料
の
検
討
・調
査
を
行
い
、
策
定
委
員

会
か
ら
基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画

の
最
終
素
案
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
、

素
案
の
本
格
的
な
調
査
審
議
に
入
り

ま
し
た
。
続
い
て
都
市
基
盤
部
門

産
業
経
済
部
門
な
ど
各
部
門
の
研
究

討
議
を
行
い
、
全
般
的
な
調
査
審
議

を
経
て
、
答
申
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

将
来
へ

の
課
題

上
田
市
長
期
基
本
構
想
審
議
会
は
五
月
二
日
、
「
第
二

次
上
田
市
長

一

一
期
基
本
構
想
」
を
ま
と
め
、
永
野
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

こ
の
基

一
本
構
想
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
七
十
年
度
ま
で
十
年
間
の
市
政

一
運
営
を
、
効
率
的
・
計
画
的
に
進
め
る
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
市

一
は
、
こ
の
基
本
構
想
を
六
月
定
例
市
議
会

へ
提
案
し
ま
す
が
、
議
決

一
さ
れ
る
と
来
年
度
か
ら
実
現
に
向
け
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
基
本
構
想
は
、
「
あ
た
た
か
い

心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
を
将
来
都
市

像
に
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
活
力

に
満
ち
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
将
来
へ
の

課
題
と
し
て
は
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
構
想
の
推
進
、
高
速
交
通
時
代
へ

の
対
応
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
推
進

ー
「
産
」
「
学
」
「
住
」
の
三
機
能
が

有
機
的
に
結
合
し
、
地
域
の
豊
か

な
伝
統
と
美
し
い
自
然
に
工
業
が

調
和
し
た
、
技
術
と
文
化
に
恨
ざ

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

O
高
速
交
通
時
代
へ
の
対
応

l
北
陸

新
幹
線
は
上
田
駅
利
用
圏
の
拡
大

に
伴
っ
て
、
道
路
網
を
含
め
た
周

辺
整
備
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
関
越
自
動
事
道
上
越

線
は
、
上
回
イ
ン
タ
へ
の
ア
ク

め、 11J'同-

fーのがi舞、

カ汁ナイクリ

あります。

セ
ス
道
路
の
整
備
、
物
流
基
地
と

し
て
の
卸
売
市
場
の
開
設
な
ど
が

大
き
な
課
題
で
す
。

O
高
度
情
報
時
代
へ
の
対
応
リ
高
度

情
報
通
信
網
の
早
期
整
備
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
テ
レ
ト

ピ
ア
構
想
な
ど
に
沿

っ
た
ニ
ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
の
導
入
を
図
り
、
地
域

に
適
合
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

O
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

l

市
民
は
身
の
ま
わ
り
の
環
境
に
「
う

る
お
い
・
ゆ
と
り
」
を
求
め
、
伝

統
と
歴
史
に
培
わ
れ
た
個
性
あ
る

美
し
い
ま
ち
、
つ
く
り
を
望
ん
で
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
「
個
性
的
で
、

も
っ
と
人
聞
が
人
間
ら
し
く
、
豊

か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
」
を

主
題
に
据
え
ま
す
。

O
人
生
八
十
年
時
代
へ
の
対
応
H

高

学
歴
化
、
平
均
寿
命
の
伸
長
な
ど

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
化
の
中
で
、

福
祉
・
教
育
・
労
働
な
ど
各
分
野

で
の
施
策
を
ど
の
よ
う
に
人
生
八

十
年
時
代
に
マ

ソ
チ
さ
せ
る
か
が

大
き
な
課
題
で
す
。

O
文
化
が
恨
、つ

い
た
地
域
づ
く
り
H

あ
た
た
か
い
心
と
連
帝
感
に
支
え

ら
れ
た
地
域
づ
く
り
を
す
る
た
め
、

「
八
十
年
代
l
文
化
の
時
代
」
と

い
う
流
れ
の
中
で
、
市
民
生
活
に

か
か
わ
る
す
べ
て
の
行
政
を

ω
文

化
々
め
硯
ト
円
い
に
立
，
て
進
め
ま
す
、



制
町
一
と
の
』
ペい
れ
あ

し

国
民
と

司
計
ら

い
の
中
で
「
う
る
お
い
」
を
求
め
て

い
る
点
を
尊
重
し
ま
し
た
。

1量キj
き審 日
れ言義ま
ま会 L
し は だ

が答
、申

最ま
初で
はに
基十
礎回
資開

線あ辺
は り ~
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ン越ド
タ自通
|動ダ

へ車去
の道必
ア上事
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A すグ
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主政 ~
V を 性
子かね
文 ，~
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小
林
審
議
会
会
長
(
右
)
か
ら

答
申
書
を
受
け
る
永
野
市
長

者i935号ーー

上田市功労者!こ

12人を表彰
受
章
者
の
皆
さ
ん
に
、
永
野
市
長
か
ら

表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た

fゴえつ一ー(3)一一一一 昭和60年 5月16日 広報

上
川
市
功
労
者
表
彰
式
が
、
市
制

地
行
記
念
日
の

4
月
一
日
、
市
役
所

六
階
大
会
議
率
一
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
労
者
表
彰
は
、
市
政
発
展

に
多
年
献
身
的
な
御
所
躍
を
い
た
だ

い
た
皆
様
の
功
制
を
た
た
え
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
次

の
十
二
人
の
方
か
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
永
野
市
長
か
「
皆

さ
ん
が
、
長
年
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場

で
研
さ
ん
努
力
さ
れ
、
市
政
の
伸
展

に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
L

と
式
昨

を
述
べ
た
あ
と
、

一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
と
功
労
草
を
子
被
し
ま
し
た
。

ま
た
、
受
章
者
を
代
表
し
て
、
的

詰

一一
男
さ
ん
か
ら
「
本
日
は
最
高
め

栄
誉
を
賜
リ
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
思
に
報
い
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
の
謝
昨
が
あ
り
ま
し

た
。功

労
者
表
杉
を
長
章
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
・
五
十
音
順
〉

マ
今
井
次
助
(
七
十
三
歳

・
上
常
国

)

マ
怖
原
功
(
七
十
六
蔵
・
下
出
尻
)

上
田
市
功
労
者
表
彰
を
受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん

マ
香
山
柿
三
郎
(
七
十
三
川
崎
・
畑
山
)

マ
小
林
武
志
(
七
卜
二
政
・
秋
和
)

マ
小
宮
山
文
善

(
五
十
お
政

・
上
房

山
)

マ
小
宮
山
好
大
(
五
十
九
歳

・
新
屋
)

マ
小
山
正
俊
(
五
十
三
歳
・
下
室
賀
)

マ
関
井
紫
戊
美
(
七
ト
五
件
減

・
海
野

町
)

マ
山
川
崎
正
人
(
斗
ハ
ト
成
・
中
之
条
)

マ
新
保
自
治
(
七
十
川
此
・
横
町
)

マ
中
村
武
司
(
七
十
二
歳

・
み
す
ず

ム

日

南

)

マ
橋
詰
一
一
男
(
七
十
八
歳
・
新
田
)

市民が待ち望んでいた小牧橋が、取付道

路を含めて完成し、 5月29日には開通式が

行われます。

とき...5月29日(ぶ)午前11時

ところ・・・小牧情北倶IJ(上堀地籍)

内 容...三代夫婦による渡リ初め、常国・

房山・保野・下室fY各獅子の演舞、

上田原土橋唄、このほかサイクリ

ングによる渡り初めもあります。

小牧橋が完成

5月29日に開通式
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6
人
が
晴

政
府
は
四
月
二
十
九
日
、
昭
和
六

十
年
春
の
叙
勲
を
発
表
し
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
次
の
六
人
の
皆
さ
ん
が

時
れ
の
受
章
に
輝
き
ま
し
た
。

*
勲
四
等
瑞
宝
章

矢
島
謹
一

さ
ん

矢島さん(70歳)
大屋484

えつ広報

矢
島
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
ま

で
の
二
十
年
間
、
上
田
市
議
会
議
員

と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
議
会
議
長
、

副
議
長
、
監
査
委
員
な
ど
の
要
職
を

歴
任
さ
れ
、
市
民
会
館
の
建
設
、
市

庁
舎
の
新
築
、
国
立
東
信
病
院
の
整

備
、
大
手
企
業
の
誘
致
、
町
村
合
併

の
促
進
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
上
回
商
工
会
議
所
副
会

頭
と
し
て
地
域
の
商
工
業
の
振
興
発

展
に
尽
く
す
と
と
も
に
、
長
野
家
庭

裁
判
所
上
田
支
部
家
事
調
停
委
員
・

民
事
調
停
委
員
と
し
て
紛
争
の
解
決

円
凶
作
勲
五
等
瑞
宝
章

近
藤
豊
伝
さ
ん

近藤さん(72歳)
中央北ト5-7

近
藤
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
に

保
護
司
を
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
今
日

ま
で
三
十
五
年
の
長
期
に
わ
た
り
更

生
保
護
事
業
に
尽
力
さ
れ
、
献
身
的

な
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も

っ
て
犯
罪

者
の
社
会
復
帰
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
上
田
地
区
保

護
司
会
会
長
と
し
て
、
地
区
保
護
司

会
の
組
織
と
活
動
の
進
展
に
も
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
民
生
委
員
と
し
て
三
十
六

年
余
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
、
現
在

は
市
民
生
委
員
協
議
会
会
長
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て
、
社
会

福
祉
の
向
上
に
寄
与
き
れ
て
い
ま
す
。

fa 
;萄r五
j家言

!f 
tさ
iん れ

の
受
章新家さん(71歳)

中央3-4-10

共
交
通
の
経
営
者
と
し
て
、
地
域
社

会
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、
パ
ス

・
鉄
道
の
合
理
化
や
運
行
維
持
に
努

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
会

社
の
存
続
と
雇
用
の
安
定
の
た
め
に

新
規
事
業
に
着
手
し
、
こ
れ
を
拡
充

す
る
な
ど
、
企
業
経
営
者
と
し
て
円

熟
し
た
経
営
能
力
と
周
到
な
企
画
力

を
発
揮
き
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
鋼
索
交
通
協
会
副
会

長
、
新
潟
地
方
鉄
道
協
会
理
事
、
長

野
県
パ
ス
協
会
理
事
な
ど
の
要
職
も

歴
任
さ
れ
、
業
界
の
健
全
化
対
策
に

取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

"
凶
作
勲
五
等
瑞
宝
章

丸
山
千
代
子
さ
ん

丸
山
き
ん
は
、
昨
年
ま
で
の
二
十

二
年
問
、
長
野
婦
人
少
年
室
協
助
員

と
し
て
、
勤
労
婦
人
・

青
少
年
の
実

h
S
同
事
件

E
b
4
u
品

tvt
、
恥山
動別
勘駄品具
、

業
会
の
設
立
に
も
参
加
さ
れ
、
現
在

は
副
会
長
と
し
て
、
技
術
講
習
会
、

経
営
研
究
会
の
開
催
な
ど
に
卓
越
し

た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

丸山さん(77歳)
常磐城4-12-13

福
祉
増
進
お
よ
び
婦
人
の
地
位
向
上

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
長

野
婦
人
少
年
室
協
助
員
協
議
会
長
の

要
職
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
商
庖
経
営
者
と
し
て
、
商
屈

の
年
少
従
業
員
の
労
働
条
件
な
ど
共

通
の
問
題
を
抱
え
た
商
庖
主
婦
の
組

織
を
つ
く
ろ
う
と
、
上
田
商
工
会
議

所
婦
人
会
の
前
身
で
あ
る
上
田
市
商

庖
主
婦
の
会
を
結
成
し
て
、
商
庖
の

近
代
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

円
凶
作
勲
六
等
瑞
宝
章

飯
島
俊
治
さ
ん

飯島さん(69歳)
福田404

飯
島
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
ま

で
三
十
一
年
余
の
長
期
に
わ
た
り

警
察
の
仕
事
一
筋
に
精
進
さ
れ
、
治

安
の
維
持
に
尽
く
き
れ
ま
し
た
。
そ

の
任
務
に
あ
た
っ
て
は
、
何
も
の
も

恐
れ
ぬ
勇
気
と
豊
か
な
見
識
を
も
っ

信

、

加

山

翠

停

噛

Z
E也、

仕
円
仰
山
叫

n鮎
叫
、

も

の

を

大

切

に

・

・

・

不
用
品
登
録
情
報

交
通
安
全
な
ど
笹
察
活
動
全
般
に
わ

た
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

強
盗
殺
人
事
件
の
解
決
、
大
水
害
で

の
人
命
救
助
な
ど
数
々
の
業
績
を
残

き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
豊
富
な
知
識
と
巧
み
な
統

率
力
を
も
っ
て
部
下
職
員
の
指
導
に

あ
た
り
、
後
継
者
づ
く
り
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

*
勲
七
等
青
色
桐
葉
章

有
賀
好
忠
さ
ん

有賀さん(69歳)
五加710-7

有
賀
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
ま

で
三
十
年
余
の
長
期
に
わ
た
り
、
警

察
の
仕
事
一
筋
に
精
進
さ
れ
、
地
域

社
会
の
安
全
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
任
務
の
大
半
は
、
刑
事
警

察
に
従
事
き
れ
、
持
ち
ま
え
の
正
義

感
と
責
任
感
で
、
強
盗
殺
人
事
件
を

は
じ
め
、
連
続
放
火
事
件
、
列
車
妨

害
事
件
な
ど
の
難
事
件
を
い
ず
れ
も

解
決
に
導
く
な
ど
、
輝
か
し
い
業
績

を
残
き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
部
下
職
員
に
対
し
て
は
、

豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
初
任
科
生

の
教
養
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、
後
継

着
づ
K
円

、ι
L
b
R、
内
誇
れ
生
1
v
h
k

②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。



豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
初
任
科
生

の
教
養
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、
後
継

串
向

門
J
J
I
H
J

こま
U
岬
於
恥
州
、
時
h
札
士
ホ

1
」
九
、
。

県
は
四
月
二
十
五
日
、
今
年
度
の

知
事
表
彰
者
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

市
内
で
は
次
の
六
人
の
皆
さ
ん
が
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

*
社
会
福
祉
功
労
者
小
泉
義
雄
さ

ん
(
七
十
五
歳
・
小
島
一

O
二
)

小
泉
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
五
年
か

ら
今
日
ま
で
の
三
十
五
年
間
、
保
護

司
と
し
て
社
会
福
祉
や
更
生
保
護
行

政
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
犯
罪
者
の
更
生
指
導
な

ど
人
道
的
な
活
動
を
続
け
て
き
た
人

柄
と
人
間
性
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
議
員
、
民
生
委
員
、
農

業
委
員
な
ど
の
要
職
も
歴
任
さ
れ
、

地
方
自
治
、
福
祉
行
政
、
農
政
面
な
ど

幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

*

消

防

功

労

者

村

松

周

さ

ん

(
五
十
六
歳
・
諏
訪
形
一

O
九
八
)

村
松
さ
ん
は
、
上
田
市
消
防
団
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、

三
十
有
余
年
の
長
期
に
わ
た
り
、
上

田
市
の
消
防
力
の
充
実
強
化
と
時
代

に
対
応
し
た
消
防
団
づ
く
り
に
全
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。

特
に
、
団
長
在
職
中
は
、
消
防
一

筋
に
精
魂
を
か
た
む
け
て
消
防
施
設

だえつーー(5)一一一・昭和60年 5月16日 広報

正
弘
さ
ん

の
拡
充
、
分
団
の
小
数
精
鋭
化
と
機

械
力
の
増
強
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、

時
機
に
即
し
た
決
断
と
勇
気
で
市
消

防
団
の
名
声
を
高
め
ま
し
た
。

*
産
業
功
労
者
木
藤
岩
雄
さ
ん

(
七
十
八
歳
・
材
木
町
二
l

五
l

一
O
)

木
藤
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
か

ら
現
在
ま
で
の
十
八
年
間
、
長
野
県

発
明
研
究
会
長
と
し
て
、
県
内
の
発

明
研
究
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
日
曜
発
明
学
校
の
開

設
、
会
報
「
発
明
通
信
」
の
発
行
な

ど
、
ア
イ
デ
ア
開
発
の
た
め
の
活
動

ぶ
り
は
全
国
的
に
注
目
さ
れ
、
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
デ
ザ
イ
ン
協
会
審
査
員

に
も
選
ば
れ
る
な
ど
、
県
デ
ザ
イ
ン

の
発
展
に
も
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
産
業
功
労
者
宮
原
正
義
さ
ん

(
七
十
二
歳
・
中
央
東
二
l

九
)

宮
原
さ
ん
は
、
中
小
企
業
が
近
代

化
お
よ
び
経
営
改
善
す
る
た
め
に
は

組
織
化
を
図
る
べ
き
と
の
考
、
え
か
ら
、

ト
ウ
ト
ク
電
子
工
業
協
同
組
合
を
設

立
。
昭
和
四
十
九
年
か
ら
は
、
理
事

長
と
し
て
教
育
指
導
事
業
な
ど
に
力

を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
長
野
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工

弓と 二
し年
て 間

}勤長
B労 野
婦婦
久 久
少

'青 年
少室
年協
の助
、実員

業
会
の
設
立
に
も
参
加
さ
れ、

現
在

は
副
会
長
と
し
て
、
技
術
講
習
会、

経
営
研
究
会
の
開
催
な
ど
に
卓
越
し

た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
産
業
功
労
者
山
寺
豊
一
さ
ん

(
七
十
一
歳
・
中
央
六
l

一
l

二

O
)

山
寺
さ
ん
は
、
終
戦
後
の
我
が
国

は
燃
料
と
食
糧
が
最
重
要
課
題
で
あ

る
と
し
て
、
長
野
県
へ
最
初
に

L
P

ガ
ス
を
導
入
さ
せ
、
そ
の
普
及
発
展

に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、

L
P
ガ
ス
の
保
安
と
防
災

に
も
カ
を
注
が
れ
、
県
高
圧
力
ス
地

域
防
災
協
議
会
、
県

L
P
ガ
ス
協
会

な
ど
の
団
体
役
員
を
歴
任
。
現
在
は

県

L
P
ガ
ス
事
業
開
発
公
社
理
事
長

の
要
職
に
あ
り
、
県
内
の

L
P
ガ
ス

業
界
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

*

建

設

事

業

功

労

者

上

野

裕

さ

ん
(
六
十
一
歳
・
中
央
北
二
1

一l
二
O
)

上
野
さ
ん
は
、
上
田
市
上
下
水
道

事
業
協
同
組
合
の
結
成
に
奔
走
す
る

と
と
も
に
、
組
合
発
展
の
基
礎
を
築

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
同
協
同
組
合

の
理
事
長
も
歴
任
さ
れ
、
上
下
水
道

事
業
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
野
県
管
工
事
設
備
工
業

協
会
の
組
織
強
化
に
も
当
初
か
ら
進

ん
で
協
力
し
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら

は
副
会
長
と
し
て
、
安
全
対
策
の
推

進
、
組
織
の
拡
充
強
化
な
ど
に
全
力

を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

ベビーベッド 1，000円 すべり台

コンビラ ック 2，000円 7"ランコ

ランドセル (赤色) 無料 三輪車

電気ストーブ 3，000円 洗濯機

電気コ ンロ 2，500円 プロパン瞬間湯沸器

電気ポット 2，500円 ガス台

電気オーブン 話し合い 二段ベッド

ベビークーハン 3，000円 食堂用いす

マットレス 1，000円 調理台

ショ ッピングカー 2，000円 太陽熱温水器

下駄箱 無料 碁盤

冷蔵庫 (小引) 無料 本だな

スケート靴 (22cm) 1，500円 i羊服タ ンス
0じゅうぶんに活用できる不用品は、 学習机 (木製)

どんなものでも登録しましょう。 スケート靴(l7cm)

の
任
務
に
あ
た
っ
て
は
、
何
も
の
も

恐
れ
ぬ
勇
気
と
豊
か
な
見
識
を
も
っ

、
E
K
肋

ιw
p恥
刊
弘
問
、

も

の

を

大

切

に

・

・

・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
き
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を
か
不
用

品
登
録
情
報
u

と
し
て
、
月
一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
‘
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ

( 5月7日現制不用品登録情報(主なもの)

②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
。

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り

引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

活

す
生
二
ま

ら
ん
恥
巾

以
時
川

ま
オ
負

制
~
潮
位

が
け
責

物
J

品
い
/
は

い
旧
て

し
は
い

辛

み

釦

府

コ

引

肉

ご
-

』

つ

印
ψ

ー=

叶
リ

M
h
u
ハ1
J

K
M
M
ル
き

物
ぽ
プ
だ

品
係
ラ
く

い
活
ト
承

た
生
の
了

り
課
後
御

ず
境
介
で

ゆ
環
紹
の

0

0

 



ス
ケ
ー
ト
場
を
「
市
民
の
森
」
に
V A上回公園は、こども天園、

「第14回こどもま つり」が、こどもの日の 5月 5日、 卜.
回公困一帯で行われました。 この日は、竹馬教室、すもう

大会、子豚レース(=写真)、お馬の広場、ラジコンパギー

レースなど29の催し物が行われ、初夏を思わせる天気だ っ
たこともあり、大勢の家族連れていにぎわいました。

欝窓会二

監
殿
地
区
の
「
市
民
の
森
公
園
」
で
は
、

5
月

7
日
に
ス
ケ
ー
ト
場

建
設
の
安
全
祈
願
祭
が
、
永
野
市
長
な
ど
関
係
者
約
印
人
が
出
席
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
上
小
地
方
で
は
初
め
て
の
パ
イ
ピ
ン
グ
に
よ
る
本
格

的
な
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
、
上
田
市
・
東
部
町
・
真
田
町
の
三
市
町
が

建
設
す
る
も
の
で
す
。
今
年
の
ロ
月
に
は
、

1
周

m
mの
ス
ピ
ー
ド
リ

ン
ク
と
そ
の
内
側
に

ω
m×
m
mの
大
衆
リ

ン
ク
を
設
け
た
ス
ケ

ー
ト

場
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

戸第 935号935号ーー

ーーー.ーーー一ー ー一一ーーー

' 
' 

ーーーーーー--ーーー・ー'

こめの費用

ます。 な

[建設改良

間
高める

bられ、

その利

ニオLらの

i毛主合してい

、ます。

企下半過頭首工が完成
昭和58年 9月に発生した内風10号により、千山川の河床
低下で取水不能にな っていた下半過頭首工の災害復旧工事

が、このほど完成しました。 この頭首工は、千曲川から取

水し、岩b・1の千曲公園へ防水した水を、川西・泉田地区約
350ヘクタールの田畑へかんがし、するための地設です。

;争な水に

します

「真田太平記」放映記念・文化講演会を開催
NHKの大別時代劇「点田太平記」の放映を記念して、 6月8日に文化

講演会を開催します。 なお、入場料は無料ですが、入場希望者には光 ~(.I: IiI([

500r，に柊理券をお渡しします。
と き ・・6 月8日仕)午後 1時30分
ところ...上田市文化セ ンター

講 師・・・池波正太郎さ ん(点目太平記原作者)、益子蹄之さん

整理券...5月27日(月)から31日(翁の聞に、上田市役所観光課、上田市中央公民
館 (上田市文化センター内)、中部'dl力トf-11営 業所で先着順500名に



建
設
す
る
も
の
で
す
。
今
年
の

ロ
月
に
は
、
-
周

m
mの
ス
ピ
ー
ド
リ

ン
ク
と
そ
の
内
側
に
ω
m
×
却

m
の
大
衆
リ
ン
ク
を
設
け
た
ス
ケ
ー
ト

坊
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

昭和60年 5}-J 16日一ーー一一一都 935号一ー

出 )---7日(金)は水道週間
水道特集(1)一広報うえだ

6月
水道は、私たちの健康で文化的な日常生活を な問題が生じています。

支える最も重要な施設のひとつです。 しかし、 「水道週間」は、国民の理解と関心を高める

近年の水道を取り巻く環境の変化は極めて厳し ため、水の最盛期を迎える 6月初めに設けられ、 : 

く、水需要の増大に対応するための新しい水道 今年で27回目を迎えます。 :

水源の確保、水道事業経営の健全化など、困難

と、それを運営、管理するための費用

をあわせたものが必要となります。な

かでも、多額の費用 を必要とする施設の建設改良

(資本費)

(維持費)
水道料金と経営

-水道料金は水道事業を支えています

その利費用は、ほとんどが借入金であり、毎年、水道事業の経営は、「経営に必要な経費は、 水 を

息とともに返済しなければな りません。これらの供給 して得た収入でまかなつこと」が原則 とさ れ

経費は、皆きんの御家庭へ水道の水を供給していこれを独立採算制 といい ます。ており、

よい

3
4

ぐ
喧

ι
」
」

ι

ただく 水道料金によってまかなわれています。

j青;争な水に

します

施設の建設に

イ吏います

家庭に水を

お届けします

にこミ

水
道
事
業
の
し
く
み

国や銀行p
お金をイ昔ります

水を供給す るためには、 施設の建設、改良費用

も

健全な経営をし

借金を返します

G 

水道料金を

金融機関に

納めていた

だきます



-?n 935号一一一一一一昭和J60年 5}-j 16日 広報うえだ水道特集(2)ー

上田市水道料金表(2か月)水道料金早見表 (2か月)
d 

水道料 令 水 道料令414 水量 水位 水道事:トィit

21 1，700 I'J 41 3，700 I'J 

22 1，800 42 3，800 

23 1，900 43 3，900 

24 2，000 44 4，000 

25 2，100 45 4，100 

m' 26 2，200 46 4，200 。
27 2，300 47 4，300 

1，200 IlJ 
2，400 48 4，400 

29 2，500 49 4，500 

30 2，600 50 4，600 
16 

31 2，700 51 4，700 

32 2，800 52 4，800 

33 2.900 53 4，900 

34 3，000 54 5，000 

35 3，100 55 5，100 

' 
36 3，200 56 5，200 

17 1，300 37 3，300 57 5，300 

18 1，400 38 3，400 58 5，400 

19 1，500 39 3，500 59 5，500 

20 1.600 40 3，600 60 5，600 

見
や
す

い
場
閉
に
掲
-
不
し
、
御
利
用
く
だ
さ

い

ト振替金額の通知方法が変わります i

ノ伴1 k 6 1: l l ボ| / ・Iケ
トー 一一一 一一一

JJJ 本料イ'~
;J<. 1Il_ーギ1・ィit

σ) f司王 一一
/K '1¥. 料イヤ1 m'(勺、

一一-
13mm 1，200111 1 m'-16mヨ 01' J 

20mm 2，360ドl 17m'-60m' 100PJ 

25mm 3，420fT) 61 m' -100m' 115f'J 

101 m'- 126PJ 

30mm 5，940PJ 

40mm 9，240fl1 1 m'-60m' 10011J 

50mm 15，140円

75mm 34，340円 61 m' -100m' 115PJ 

100mm 56，660円

125mm 85，720円 101m'- 126ftJ 

150mm 122，960円

061 m' -100m'の料令よ1-~1-万法=

(使用水日-60m') x 115 + 5， 600l1J 
o 101m'以上の料令計作方法=

(使用水晶一100m')x 126円+10， 200円

。検針は 2か月に 1回です。検針月の翌月が振替月です。
食 慌替金額の通知はこれまでの忠之慈ム忠之丘三ほ友ムゑf:::'次のとおり変わります。

A 月 B 月
(定期検針月 ) (:t辰替 月) (定期検針月 )

③検針/

す

②引き落し

(A月分振替前のお知らせ)

① 使用水量のお知らせ票でA月検針分の使用長とその引き部し年月日をお知らせします。

料金の計算はお知らせ票裏面の料金計算表を御利用ください。

②①でお知らせした引き落し 日に、 A月分を口座より振替させていただきます。

③ 使用水量のお知らせ票でB月検針の使用量とその引き落し年月日 、及び前回A月分 rn時

振替済」のお知らせをいたします。

口 上 1J * 実施の時期

ますと

問、支 0偶数月検針区の方

o奇数月検針区の方

60年 6月検針分(7月末振替)
から上のように変ります。

60年 7月検針分(8月末振替)

料金のお問い合わせは . 

l上田市水道局窓⑧4100・有線②-



一広報うえだ納税特集(1 ) 昭和60年 5月16日一一一一一都 935号一

税金を納めて築くわが郷土
一市内中学生納税標語入選作品一

〔納税特集.
昭和60年度 市税等納期一覧表

ゐ------ど 4 )-j 5月 6月 7 )j 8月 9)] 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税
1 !tJj 2 JtJJ 3期 4期

都市計画税

市 L県 民税 l}切 2 JtJJ 3期 4期

軽自動車税 全期

国民健康保険税 1其}] 2 J-tjj 3 J切 4期 5期 6期 7期 8期 9期|

国民年金
前車内

2 J切 3WJ 4:1'明 5~明 6期
1期

公共下水道
1 JtJl 2期 3期 4期

受益者負打l令

0市税等は納期限までに完納しましょう
市税等の納税通知書がお手もとに届きましたら、次のいずれかの方法によりお忘れなく納期限に納

めてくださし、。

1.納税組合に加入して納めていただきます。

2. 金融機関で預金口座から引き落して納めていただきます。

(口座振待依相手続きを令融機|共!の窓口でしてくださし、)

3. 納税通知書を持参し、金融機関へ直接納めていただきます。

0納め忘れると延滞金および督促手数料が加算されます
納期限を過ぎて納入されますと、延滞金が本税に加算されます。 また、納期限後20日を過ぎますと

管促状が発送され、 '好{足手数料も加算されますので、御注意ください。

0市税等は収納を取り扱っている金融機関へ納めてください
八十二銀行、太陽神戸銀行、長野相互銀行、 上.田信用金庫、 ヒ田商工信用組合 長野県信用組合、上

田市農業協同組合、塩田農業協同組合、 i甫'r，農業協同組合、長野県労働金庫の市内の本居、文目、支

所、出張所で取り扱っています。

O納税の御相談は収税課へ早目に御連絡を
告⑫4100内線243、244、有線 2-0691 

(見
や
す

い
場
所
に
掲
一示
し
、
御
利
用
く
だ
さ
い

* 



老人保健特集(1 )ー

お
年
寄
り
の
医
療
は
老
人
保
健
で

広報うえだr 第 935号一一一昭和60年 5月16日

①
医
科
・
歯
科
・
調
剤
の
診
療
を
受

け
た
場
合
H
緊
急
に
診
療
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
、

近
く

老
人
保
健
医
療

制
度
の
あ
ら
ま
し

昭
和
五
十
八
年
二
月
一
日
か
ら
、

「
老
人
保
健
法
」
が
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
お
年
寄
り
が

よ
り
健
や
か
な
老
後
を
送
れ
る
よ
う

に
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
は
安
心
し

て
よ

い
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

と
の
目
的
を
も
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。自

ら
の
健
康
は
自
ら
守
る
気
持
ち

と
、
お
互
い
に
助
け
合
う
精
神
を
も

と
に
、
老
人
の
医
療
に
必
要
と
す
る

費
用
は
、
お
年
寄
り
本
人
・国
・県

・

市

・
各
社
会
保
険
な
ど
で
公
平
に
負

担
し
て
い

ま
す
。

「
老
人
保
健
法
」
に
つ
い
て
の
取

り
扱
い
は
、
す
べ
て
市
役
所
社
会
課

で
行
っ
て
い

ま
す
。
疑
問
や
相
談
な

ど
が
あ
る
と
き
は
、
お
気
軽
に
お
で

か
け
く
た
さ
い

2
保
険
証

3
印
鑑

ι医
師
の
|
証
明
書

・
同
意
書

・
診

老
人
保
健
で
医
療
が

受
け
ら
れ
る
人

①
七
十
歳
以
上
の
人
(
七
十
歳
の
誕

生
月
の
翌
月
か
ら
開
始
。
誕
生
日

が
つ
い
た
ち
で
あ
る
と
き
は
そ

の
月
か
ら
)

②
寝
た
き
り
の
状
態
の
人
は
六
十
五

歳
か
ら
(
別
表
の
状
態
に
該
当
す

る
人
で
、
市
長
の
認
定
を
受
け
た

人
)

資
格
の
取
得
と

喪
失
の
手
続
き

① 
すか七
)ら十

千歳
続に
きな
グコ つ
j上自た
生日と
をき
郵(
送市
し役
ま戸斤

②
転
入
し
た
と
き

③
転
出
す
る
と
き

④
死
亡
の
と
き

⑤
加
入
医
療
保
険
変
更
の
と
き

⑥
六
十
五
歳
を
す
ぎ
て
思
た
き
り
の

状
態
に
な
っ
た
と
き
(
別
表
を
参

照
の

こ
と
)

い
ず
れ
の
場
合
も
、
手
続
き
に
は

保
険
証
と
印
鑑
が
必
要
て
す
ー(
⑥
の

場
合
は
、
国
民
年
金
証
書
ま
た
は
身

体
障
害
者
手
帳
、
あ
る
い
は
医
師
の

診
断
書
が
必
要
で
す
。
事
前
に
社
会

課
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
)

老
人
保
健
は
、
本
人
の
志
志
て
は

な
く
、
強
制
適
用
で
す
老
人
保
健

法
に
よ
る
医
療
は
、
認
定
し
た
月
の

翌
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
認
定
す
る

こ
と
は
て
き
ま
せ
ん
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
(
十
四
日
以
内
が
原
則
で
す
)

医
者
へ
の
か
か
り
方

医
者
へ
か
か
る
と
き
は
、
「
健
康
千

帳
」
と
「
保
険
証
」
を
持
参
し
、
一

部
負
組
金
を
支
払
え
ば
、
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
て
き
ま
す

外
来
の
場
合
H

一
つ
の
医
標
機
関
ご

と
に
一
か
月
四
百
円

入
院
の
場
合
H
二
か
月
間
に
限
り
一

日ニ一

h
円
(
社
会
保
険
険
保
険
荷

両
眼
の
視
力
の
和
か

0
・
。
八
以
下
の
も
の

両
耳
の
聴
力
損
失
が
八

O
テ
ン
ベ
ル
以
仁
の
も
の



昭和60年 5}J 16日一一一都 935号ー

医
療
費
の
請
求

①
医
科
・
歯
科
・
調
剤
の
診
療
を
受

け
た
場
合
H
緊
急
に
診
療
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
、
近
く

に
保
険
医
療
機
闘
が
な
く
、
保
険

外
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た

と
き
。
旅
行
中
や
事
故
な
ど
、
や

む
を
得
な

い
事
情
で
「
健
康
手
帳
」

を
提
示
で
き
な
か
っ
た
と
き
。

②
補
装
具
(
コ
ル
セ
ッ

ト
な
ど
)
を

必
要
と
し
た
場
合
H
保
険
医
が
治
療

上
必
要
で
あ
る
と
認
め
、
業
者
に

作
ら
せ
た
と
き
。

③
あ
ん
ま

・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・指
圧
師・

は
り
師
・

き
ゅ
う
師
の
施
術
を
受
け

た
場
合
H
保
険
医
の
同
意
が
あ
り、

医
療
上
必
要
が
あ
っ
て
行
わ
れ
た

と
主』
。

④
付
き
添
い
看
護
を
雇
っ
た
場
合
H

病
気
が
特
に
重
症
で
あ
る
と
き
。

(
親
族

・
友
人
な
ど
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
在
宅
看
護
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
医
師
の
意
見
書
が
必
要

で
す
)
な
お
、
基
準
看
護
実
施
病

院
に
つ
い
て
は
、
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

⑤
入
院
治
療
、
転
医
が
必
要
と
認
め

ら
れ
移
送
を
し
た
場
合

⑥
輸
血
の
た
め
に
生
血
を
必
要
と
し

た
場
合

老
人
保
健
で
医
療
を
・
受
け
る
場
合
、

一
部
負
担
金
を
支
払
え
ば
、
い
つ
で

も
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
一

時
本
人
に
医
療
費
を
支
払
っ
て
い
た

だ
き
、
あ
と
で
直
接
本
人
か
ら
市
へ

詰
求
し
て
支
給
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い

ま
す
。

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
市
長

が
そ
の
必
要
が
あ
っ

た
と
認
め
た
場

合
に
限
り
ま
す
。

医者に行くとき・・・

老人保健特集(2)一広報うえだ

保険証と健康手帳

(受給者証)を忘れずに

手
続
き
に
必
要
な
書
類

-
健
康
手
帳

で
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
が
あ
る
と
き
は
、

か
け
く
だ
き
い
。

疑
問
や
相
談
な

お
気
軽
に
お
で

①
七
十
歳
に
な
っ
た
と
き
(
市
役
所

か
ら
・
手
続
き
の
通
知
を
郵
送
し
ま

す
)

と

に

か

入
院
の
場
合

H
二
か
月
間
に
限
り
一

日
三
百
円
へ
社
会
保
険
被
保
険
者

2
保
険
証

3
印
鑑

ι医
師
の
|
証
明
書
・
同
意
書

・
診

断
書

・
意
見
書
ー
の
い
ず
れ
か
必

要
な
書
類

i
か
か
っ
た
費
用
の
領
収
書

ふ

「
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
費
支

給
申
請
書
」
(
申
請
書
は
社
会
課
、

各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
)

7
金
融
機
関
(
郵
便
局
以
外
)
の
通

帳
(
支
給
さ
れ
る
費
用
は
後
日
、

申
請
者
の

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
)
1
1
7
の
書
類
を
用
意
し
て
、
市

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

市
か
ら
一
括
し
て
国
保
連
合
会
の
審

査
に
送
り
ま
す
の
で
、
請
求
か
ら
支

給
ま
で
に
三

i
六
か
月
聞
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
審
査
に
よ
り
、
請
求
し

た
金
額
よ
り
も
少
な
く
玄
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、

御
承
知
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
どの
届
け
出

万
一
、
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か

ら
の
被
害
に
よ
り
医
療
を
受
け
た
場

合
は
、
必
ず
社
会
課
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

こ
の
場
合
は
、
本
人
に
代

わ
っ
て
市
が
加
害
者
に
医
療
費
の
請

求
を
し
ま
す
。

寝たきりの人の障害の状態(別表)
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市たばこ消費税 (4.37%)

広報うえだ納税特集(2)ー

で.

6m3以ド)

2か月36

00円

4億7，800万円

都市計画税 (4.85%)

5億2，990万円

電気税 (4.94%)

(写真は南小学校)

。歳ズ予算総額

188億 1，791万円
。うち市LHt
109憶3，692，万円(58，1 ~;;p) 

-市税は豊かな市民生活を築く大切な財源
00円十 1 昭和60年度にf、内めていただく市税の内訳は、当初 このように市税が伸びたことにより、市の財政規

) x 1l5Pl I予算でみますと円グラフのとおりですが、市税総額 模も拡大し、市民が要望する大型事業も着々できあ

+5，600rfJ 

X 1261TJ 

→10，20011J 

作ll(壬ニと

てさま寸

が109億3，692万円になり、100億円を突破するまでに がり、豊かな生活に恵.まれるようになってきました。

なりました。昭和50年度が33憶8，180万円、55年度は

剛志3，268万円でしたから、昭和60年度は、対50年度

の3.23倍、対55年度の1.58倍にもなりました。

最近10か年の市税の状況

j附同3{.~8 ， 1 80万円 | (222i;主足立な決算額)
百年度 69f.i!3，268万円1

(対50年度2.05f音)

iO年度 109f意3，692万円 |
(付50年度3.23倍、対55年度1.58倍). 
501意円

ー_.l一一一一」

100億円

一般会計歳出決算状況

50年度目口附4，942万円
(50-54年度の主な 'J';l'fーはしご消防車、西部公民館、fidi段1
l国分寺資料館、働〈財人の家、母子寮、py:~:者福祉都市 / 

55年度目 1附 6附円(対5同 2.19倍 ) I 
(日-5向封印自然運動公図勤労者体育センタ
ー州畑町山腎市役所南一一セ)
ン夕一

5臼8年度回 川 意訂抑削臼別9ω0万同(川対附2.3附 5問 ω
(…年…ド陪業純一業団地 l附上
田市文化センター刈却場南州自IJ造館福祉会)
官官

80億円 100信円 1501意円 200億円

-自主財源の市税は台所事情のバロメーター
市税と一口にいいますが、肱課目的により、市

民枝、固定資産税、軽自動単税、市たばこ消費税

などの税目に分かれています。市税は市が収入す

るお金のうち、使いみちが特定されませんので、

主主財源といわれていますら自主財源が豊かであ

:'1ば、市の事業も独自に特色をもたせて、市民の
望に応えられます。

60年度当初予算では市税のほか地方交付税など

自主財源が130億3，207万円で歳入の69.30/0を出

ていますが、そのほとんどは市民の皆さんに納

めていただく市税です。

したがいまして、市税の納め忘れがありますと

市の事業もそれだけ制約を受けますし、市政も停

滞しかねないわけです。

納めていただく市税額は、地方税法により、収

入や資産め多少、家族構成などによって決まります。

市は、これからも活気のあるノ〈ランスのとれた

東信の中核都市をめざし、長期基本構想、を策定し

て「住みよい豊かな上田市」を築いてまいります。

納税にいっそうの御理解と御協力をお願し、します。
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I 4 I月|使|用|分|か|ら|

水道料金が変わりました
市の水道料金が改定され、 4月使用分から新し

し、料金に変わりました。

この内容については、 3J1 1日発行の広報うえ

だでお知らせしましたので御覧くださし、。今回は

料金の計算の方法などについてお知らせします。

|料金は2か月に 1回です i
水道料金は、検針日から被針臼の聞の水の使用

量で決まっていますが、現イ1:の検針は 2か片に 1
回行っていますので、料金も 2か月料金です。

一般の御家庭で取り付けてある口径13ミリ泣水

器の 2か月水道料令41.昆表は別表のとおりです。
検針の際の「水道使用量のお知らせ」にある使用

水量にあてはめて御利用くだきし、。

15月納入は新旧料金併用 i
新しい水道料金は、・昭和60年 5月分としておさ

めていただく l司令のうち、 4月 1日以降に使用する

水に対する料令からになります。この取り扱いは

被針を 2か月に 1回行っていることによるもので

す。実際の例で説明しますと、納期限が5月末日の

納入通知書から新料4そになります。この通知書に
書かれている使用水量は 3月と 4月に使用した水

の使用託ですので、これは 3月分と 4月分に分け

て計算されています。分け方は検針日から検針日

までの聞にそれぞれ属した月の日数によります。

これを基礎にして分けられた使用水量に応じて 3

月分は旧料金、 4月分は新料金として計算し、合

算されています。この計算はすべて電算処理によ

り納入通知書として皆さんに通知します。

なお、納期限が4月末.日のものは、 2 . 3月分

に使用した水ですから旧料金でいただきます。

|料金の計算はすぐできます l
水道料金は、基本料金と水量料金を加 えた額で

2か月分の使用水位の料令です。

-水道料全=)1基本料金+

(使用水fI1;一基本水量)X水世料金:

例えは、一般家庭で使用している fl径13ミリ日

ノk器の水道料金の計算の方法は、次のとおリです

①使用水量が基本水量以下(O~16m')の場合
(~か月の) (;~か }J の) (j~ か月の 2 か}-jV'l\ (2か)Jの
水道料金J ¥)，1;本料金 i使用水位 )，~1;:水 :1:_' ノ](:，:料分

1，200同=1，200円+( 0 -16 m' -16 m' ) X 0円

※}~本水量以下( 2か月の使用水ほ16m'以ド)

は法本料金だけいただきます。

②使用水量が17m'以上60m'以下の場合

(使用水J設が、一般家庭の平均使用泣 2か月36

m'の場作)

3，200円=1，200円+(36m'ー 16m')XI00円

③使用水量が61m'以上100m'以下の場合

(使用水量が 2か月で'80m'の場合)

7，900円=1，200円+(60m'-16m') X 100円+

(80m'-60m') X 115円

なお、上記の計算式を整理しますと、

使用水量61m'以上100m'以一
下の口径13ミリ水道料金一

(使用水量一60m')X 115円+5，600円

④使用量が101m'以上の場合

(使用水量が 2か月 150m3の場合)

16，500円=1，200同+(60耐一16m')X 100同+

(100m3-60m') X 115円+

(150m3 -100m3) X 126円

なお、上記の計算式を整理しますと、

使用水量100m3以上の一
口径13ミリ水道料金一

(使用水量一100m3)X 126円+10，200円

※水道料金を計算して端数が出ますと O円一4

円は O円、 5円-9円は 5円 として請求して

います。

量水器口径20ミリ以上についても、各口径ごと

の基本料金を置き換えますと料金計算できます。

第 935

が109f意 3 ~

なりまし4

69憶3，26a
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水道の新・増設

故障修理は指定工事庖ヘ

御家庭の電気温水器、ガス湯沸器、太陽熱温水

器などを取り付ける場合、水道と器具との接続工

事は、市の指定工事屈でないとできませんので、

:)，:の工事庖へお申し込みくださしL

第2種指定工事庖
夕
刊J
 

冒
E
L

，iJ片 '比 ./i

lIII ガス附|ベ神 4一29-3 I 22-0454 

6i 足利明 |紘か li'.l-22-27 1 22-1258 

k 附商山 |人7い|分522-1 1 23-2950 

T Ij!f' 尚 1，1; 附いl''}c 6 -16 -8 1 27 -3133 

Iljti 内商山 1'1'州 1-6-14 122-26日

[工中開 会 附 1，~:;rjJ 2一20-26 1 22-8ω 

Fリン 1-_[l:1判 所側|大j-:j>111439一1 1 25-3030 

れ 央 工 機産業側|小川 一16-10 1 22-8600 

寸il1111良川 IciJ組 介 |大千2一7一10 1 24-8500 

y キ/閥会 1，l'央4ー 18一2 1 23-2720 

阿 川 ，i'z i仏 1A:'jトイザ'[1606 1 31一3756

pーを 'E謝 ，;1jlii! (附|刊域 3-1 -6 1 22 幻47

I~，\，'i タ イル (IJ) 1大'j-:iilliili356 5 1 24-6651 

τ本 必気商 会|大'j-:¥]ljli)わjl山川 1 38-2123 

1 事 1:務 出 |大')-:本郷ロ67-4 1 38-2159 

小出正 志 1)d:中堅fω 1 38-3296 

木 1:}j 屯 綜 |大判七古290-6 24-1340 

事1向指定工事庖・・・一般の給水工事を行u、ます。

仰向指定工事眉・・・水道に接続する湯沸器、温水器

などに付帯する部分のみの接続、

修周工"f';を行います。

滞納のない明るい暮らしを

水道料令は、皆さ んカ‘実際に使用した水道の水

にかかる料金です。 この収入によ って水道事業が

行われています。 うっかり納め忘れること のない

よう注立しましょ う。 滞納が長引きますとみんな

の迷:-;5になりますので、やむを件ず給水を停止する

こともあります。文化的・衛生的な明るい界らし

のためにも納め忘れのないよ うにして ください、

第 1種指定工事庖
r '1'， I~; r， 
片とin 1. リT 凡'[:1ド之郷2ム 38 2004 

下車ifl (tj.) 似 2-1 17 十22-0271 
イijj'， ，:立1IIi，L '1.、(什) ベ ~Il 2 3 12 I 22戸 0302

1'， liも尚 会 (l州il) jぐ f ド之主!~乙294 - 5 38-6956 

lil )L 仁務 lilr 市料品1<6-11-13 22 -3412 

'j!f- f，立I1iil (附 '1'リミ」じ2 1 -20 22 8022 

大 lヂバ立 iliiiT 業(il) j、'j-:)，Iヂ'.236 20 35-0217 

lI{{千11"止¥Jiij工業 (州 '1'火2-22-16 24 -3911 

千日 (側 'j;:J' ~干 JI&3 - 1 3 - 17 24 -3310 

!高 il( な iliii 1'. 1: 大'j-:fi'.，'{l577 24 -2602 

トキワキ 水JllL '1';'，¥ 'ìi:， ~平城 6 - 9 一 10 22-1343 

'i' リと ，i1 jriii T 虫、 'iinll2 -22-32 22-2853 

T τ a if(1 (デLrhLt jぐj':村、之郷331 22-3741 

JII 1-.商 会(附 大l-2-4-48 22 -0858 

，(¥ ~H ，;1 iliii ]_ょた (イ1) 刻、カ、li.3-17-9 27 -5558 

川 I川 d止1出i工業 lilr 大'jノj、以849-1 24 -3371 

が Ifj' 佳 1没 (附 j、'j-:fi'r'{ 1767 22-7018 

H l'カス7/(Jll甘判 }(1I1
'
4 -28一7 27 -4434 

l'l. 111 。没 iiJii (I1) 大'j<fi'.，'{689 22-0102 

'PJ- 竹 丁: k ' j< "lti ""lf~635 - 2 24-3290 

池 IH水道工 務 所 人;'j-:f人干11387-1 24-7612 

L~ iflf-7 ロノ、ンカス体Ij 大'j-:I FI分542 22-5518 

本州 n T (附 大'j<t1 久 f~: 1543 - 4 35-1054 

十I fl'Ii 会 (fl) )(糾'1-6-6
251501426 3 

域 j~î カス設 flni (附 )('j' 1'，1I11J;(435 22-

小林設備工業!万I(il) )('j-本証!日4σ9 38-2400 

二L n壬i..1. 大'j'秋千11882-3 27 7570 

~t. 同〔 1一i-"- 年kカ、 li.2-6 -21 24-1797 

l' 白"， 十本 Iーt1 fiJii 大'j<l'組じ585-1 38 7177 

三栄 r，京(iJ) '1'欠点 1-13 24 -1256 

~I ; I; 之 卜 設 備 (1 1) j、'0>1111040 24-042486 9 

トーワ'i'i'1'. (附 大'j<fi:.，'{59-2 27-6 

j-!:Ji n 三). iiJii (州 大'j<，'，"I'.42-5 24 -0521 

下記[品 設 備j (附 大千本郷610-1 38-7474 

水道料金納入に

口座振替の御利用を

口座振替制度とは、皆さんが間金されている

金融機関の口座から、自動的に水道料金を支払

ってくれるシステムです。 日ごろ、お忙しい御

家庭の方にと ってはたいへん便利な制度です ゅ

お申し込みは、預金通帳と印鑑 (預金の出し

入れに使っているものjに納付書をお持ちにな

って、取り引きの金融機関で簡単にてきますら
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少年の健全育成めざし・・-

少年指導委員制度が4月発足
少年指導委員制度が、この 4月 1日発足しました。この

制度は、風俗営業お よび風俗関連営業に関して少年を補導

するなど、少年の健全な育成に障害を及ぼす行為を防止す

るためのものです。

少年指導委員の皆さんは、長野県公安委員会から委嘱さ

れています。

0少年指導委員 (上回警察署関係分)

(1)神林誠ーさん(袋町 自治会長)

市内中央 3-10-7 ft⑫0195 

(2)関 延雄さん(東部地区連合自治会長)

市内常国 3-4 -22 ft⑫5752 

0主な活動内容

(1)補導を必要と認められる 少年に指導助言を行い、保護

者に必要な連絡をする。

(2)風俗営業者、 風俗関連営業者などに対し、少年の健全

育成のため協力を要請する。

(3)少年相談

(4)風俗環境浄化活動に協力、援助する。

障害・母子年金など

現況届は5月末までに
5月は、国民年金の障害年金 ・母子年金 ・遺児年金 ・寡

婦年金を受けている方が「現況届」を提出する時期です。

この「現況届」は、あなたや家族の状態などに変化がない

かを確認し、引き続き年金が受けられるかどうかを調べる

大切な手続きです。

もし提出しなかった り、遅れた りすると、年金の支給が

止まった り、遅れた りすることがあ りますから、必ず期日

までに正しく御記入のつえ、市役所国保年金課国民年金係

へ返送してくださし、。

〈国保年金課年金係官⑫4100内線284・有線②0711> 

凱 935サーー

A植樹祭に小学生も参加
市内御所の扇平地籍では、 5月10日に

約200人が参加 して、上田市植樹祭が行わ

れました。今回は、城下小学校の 6年生

も特別に参加して、 3，000本のヒノキを約

1ヘクタールにわたって植樹しました。

企業の繁栄のために

商工業の経営相談を開設
市では、商工業の経営相談を開設しています。希望者は、下記の申込

先へ事前に御連絡くださし、。

と き...毎月10日、午前10時から午後 3時

とニろ・・・海野町会館

申込先・・・市商工課宮⑫4100内線604、上田商工会議所宮⑫4500、1.&田商工

会宮⑮3610、川西商工会宮@2033

故障

御家庭

器などを

季五は、 市の

次の工事屈

滞脚

水道料金
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し
ま
す

広報

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0内
線

2
9
1

有
線
②
0
7
2
2

市
で
は
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り

に
快
適
な
療
養
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
き
、
看
護
さ
れ
る
家
族
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
介
護
で
き
る
よ
う
「
寝
た

き
り
老
人
を
か
か
え
る
家
族
の
会
」

を
、
次
に
よ
り
発
足
さ
せ
ま
す
。
こ

の
会
で
は
、
来
年
の
三
月
ま
で
に
六

固
め
研
修
会
を
聞
く
予
定
で
す
。

〈
と
き
〉

第
一
回

H
五
月
三
十
日
嗣
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で

935号ー

交
通
災
害
共
済
に

4月25.26日、自治会長さんを対象とし
芝市施設の視察研修ガ行われましだ。研修

は、2班に分かれ1日ガかりで行われまし
たガ、自治会畏さんは市民の森、自然運動

公園、じんかい焼却場などを熱j山に視察し

まし定。

〈
と
ニ
ろ
〉

上
田
市
役
所
南
庁
舎

四
・
五
会
議
室

〈
対
象
者
〉

寝
た
き
り
老
人
を
か
か
え
る
家
族

〈
内
容
〉

O
第
一
回
・
五
月
三
十
日
附
日
開
講

式
、
話
し
合
い
、
疲
労
回
復
の
体

操
O
第
二
回
・
七
月
八
日
間
日
家
庭
看

議
講
習

O
第
三
回
・
九
月
九
日
間
H
調
理
実

習
(
寝
た
き
り
老
人
の
食
事
と
栄

養
)

O
第
四
回
・
十
一
月
二
十
六
日

ωH

介
護
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

O
第
五
回
・
六
十
一
年
一
月
十
三
日

開
H
日
常
生
活
で
の
機
能
回
復
訓

練
、
ほ
け
に
つ
い
て
の
話
と
相
談

。
第
六
回
・
同
年
三
月
十
一
日
附
H

相
談
、
反
省
会

五
階
第

療
育
手
帳
を
所
有
す
る
方
、
交
通

災
害
遺
児
、
七
十
歳
以
上
の
方
(
大

正
四
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
生

〈
申
込
方
法
〉

五
月
二
十
丘
日

ωま
で
に
、
保
健

予
防
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

当
日
介
護
を
代
わ
っ
て
く
だ
さ
る

人
が
な
い
場
合
は
、
こ
ち
ら
か
ら
介

護
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
む

際
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

体
温
計
な
ど
を

無
料
検
査
し
ま
す

商
工
課
計
量
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

6
0
3

有
線
②
0
7
4
5

六
月
七
日
は
計
量
記
念
日
で
す
。

昭
和
二
十
六
年
六
月
七
日
に
旧
度
量

衡
法
が
廃
止
さ
れ
、
計
量
法
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ

家庭用計量器検査日程表

いて 6月3日(JJ) 6月4日(刈 6月5日(1)¥) 6 月6 日(r本同) 7日

£コ』エ 場 塩田解放会館 川西公民館
農村環境改 市役所

善センター 計量検公室

時 間 午前 9:30-正午、午後 1:00-3 :00 

対象地区
豊殿・神科・

市内全域塩田地区川西地区 神川地区

※市役所会場は、市役所西庁舎 1階計量検育室です。

日
本
赤
十
字
社
の

ま
し
た
0

メ
ー
ト
ル
法
の
普
及
、
正

し
い
計
量
器
の
使
用
に
よ
り
、
経
済

の
発
展
、
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
、
こ
の
目
的
と
い
え
ま
す
。

市
で
は
、
計
量
記
念
日
に
ち
な
ん

で
、
私
た
ち
の
身
近
な
計
量
器
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
家
庭
用
計
量
器
の

無
料
精
度
診
断
を
別
表
に
よ
り
行
い

ま
す
。
正
し
い
計
量
器
を
安
心
し
て

使
え
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
計
量
器
・
:
体
温
計
、
血
圧
計
、

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
ス

ケ
ー
ル

社
員
社
資
を
募
集

日
本
赤
十
字
社
上
田
市
地
区

(
市
役
所
社
会
課
内
)

宮
⑫
4
1
0
0内
線

3
7
8

市
民
の
皆
様
に
は
、
赤
十
字
へ
の

温
か
い
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
百
三
十

一
か
国
に
お
よ
ぶ
赤
十
字
社
の
一
員

と
し
て
、
人
道
的
使
命
達
成
の
た
め

活
動
し
て
い
ま
す
。
国
際
的
に
は
、

ア
フ
リ
カ
干
ば
つ
難
民
の
救
援
な
ど
、

圏
内
で
は
献
血
事
業
の
推
進
、
地
震

被
災
者
へ
の
災
害
救
援
事
業
、
救
急

法
講
習
会
の
開
催
な
ど
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
経
費
は
、
社
員

に
加
入
さ
れ
た
方
が
出
資
さ
れ
る
社

費
と
、
趣
旨
に
替
同
さ
れ
る
方
が
寄

せ
ら
れ
る
賛
助
金
に
よ

っ
て
、
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
運
動
の
根
幹
を
な
す
社
員

の
増
強
と
社
資
の
募
集
の
た
め
、
自

治
会
の
役
員
さ
ん
と
赤
十
字
奉
仕
団

員
が
皆
様
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
こ
の
意
義
あ
る
事
業
に
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

書
は
、
従
来
、
収
税
課
お
よ
び
支
所

窓
口
で
口
頭
申
請
に
よ
り
交
付
し
て

き
ま
し
た
が
、
五
月
二
十
日
間
以
後

期

も
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交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
た
か

市
民
課
庶
務
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線

5
7
7

有
線
②
0
7
0
1

い
ま
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
交

通
災
害
共
済
は
、
五
月
三
十
一
日
幽

で
期
限
が
切
れ
ま
す
。
現
在
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ

加
入
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、
こ
の

機
会
に
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し

トふ
、「ノ
。

五
月
中
は
、
自
治
会
、
学
校
、
園

で
申
し
込
み
の
取
り
ま
と
め
を
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
な
ど
で
申
し
込
み

を
し
な
か
っ
た
皆
さ
ん
は
、
市
民
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
会
費
〉

一
般
日
一
人
年
額
三
百
円

団
体
H

一
人
年
額
二
百
円
(
保
育
園
・

幼
稚
閣
の
園
児
、
お
よ
び
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
)

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
市
が
会
費
を

負
担
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
を

し
な
く
て
も
自
動
的
に
加
人
と
な

り
ま
す
。

生
活
保
護
者
、
身
障
者

(
障
害
程

度
等
級
表
一
・

二

・
三
級
の
方
)、

f三えつー (9)一一一昭和60年5月16日 広報

0 

相第
談 六
、回』

反・
省同
会年

月
十

日
(火)
11 

療
育
手
帳
を
所
有
す
る
方
、
交
通

災
害
遺
児
、

七
十
歳
以
上
の
方
(
大

正
四
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
)

5
月
以
降
の
督
促
状
か
ら

督
促
手
数
料
が

削
円
に
な
り
ま
す

収
税
課
管
理
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

2
4
1

市
税
な
ど
の
市
が
収
入
す
る
お
金

を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
方
に
は

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を

発
送
し
て
い
ま
す
。

こ
の
督
促
状
の
発
送
後
に
お
け
る

収
入
金
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
五
十

円
の
督
促
手
数
料
を
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
以
降
に
発

送
す
る
督
促
状
か
ら
は
百
円
に
な
り

ま
す
の
で
、
御
承
知
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税

納
税
証
明
の
申
請
に

申
請
書
が
必
要

収
税
課
管
理
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

2
4
1

検
査
対
象
軽
自
動
車
な
ど
が
継
続

審
査
を
す
る
際
に
必
要
な
納
税
証
明

衡
法
が
廃
止
さ
れ
、
計
量
法
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ

書
は
、
従
来
、
収
税
課
お
よ
び
支
所

窓
口
で
口
頭
申
請
に
よ
り
交
付
し
て

き
ま
し
た
が
、
五
月
二
十
日
間
以
後

に
申
請
さ
れ
る
方
か
ら
は
、
市
が
定

め
た
申
請
書
に
よ
り
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
手
数
料
は
、

様
に
無
料
で
す
。

い
ま
ま
で
同

ア
メ
リ
カ
青
年
の

受
け
入
れ
家
庭
を

募
集
し
ま
す

青
少
年
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
1

青
少
年
の
国
際
交
流
を
推
進
し
て

い
る
「
世
界
青
少
年
交
流
協
会
」
お

よ
び

「
上
回
世
界
青
年
友
の
会
」
の

招
き
に
よ
り
、
こ
の
夏
、
ア
メ
リ
カ

青
年
十
五
名
が
上
田
市
を
訪
れ
ま
す
。

「上
回
世
界
青
年
友
の
会
」
で
は
、

こ
の
ア
メ
リ
カ
青
年
の
受
け
入
れ
民

泊
家
庭
を
、
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

御
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、
青
少
年

課
ま
で
電
話
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

訪
問
予
定
:
・
七
月
十
三
日

ωか
ら
十

六
日

ω、
三
泊
四
日

民
泊
家
庭
募
集
数
・
:
十
五
家
庭
(
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
・
・
・
六
月
十
七
日
何

ケへ

I )レ
ルス
メ

タ
I iJ 
ロ

キ
ツ』

チ E
ン言

ス

をで i
お、元

原昼こを
し、の t
し 意 U
ま義 J
すあヨ
。る 4
事言
業 R
に[
御 2
協寸
力。

6月の乳幼児健康診査
[>受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

[>母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ノ、ブラシ
( 1歳 6か月児)をお持ちくださし、。また。 1歳 6か月

児は赤ちゃん手帳の中にある健康診査察を記入してお

持ちください

~込三 場 健 ロ:./}..ヨシ 実施日 t-t 象 児

4か月児
6月4日 60年 1n 16日-1月31日生
6月18日 60年 2月1日-2月15日生

10か月児
6月5日 59年 7月16日-7月31日生

上田市保健センター 6月26日 59年 8月1日-8月15日生
(市役所南庁合H背) 6月6日 58年11月16臼-11月30日生

li弘6か月児
6月27日 58年12月1日-12月15日生

3歳児
6月14日 57年 5月1日-5月15日生

6月28日 57年 5月16日-5月31日生

4か月児
6月11日

60年 1月16日-2月15日生
I孟回母子健康センター

10か月児 59年 7月16日-8月15日生，)邑岡地|メ )

3 i.，友~è. 6月7日 57年 4fl 1日-5月31日生
4か月児 60年 1月16日-2月15日生

川丙社会悩祉センター 10かfl児 6月12日 59年7月16日-8月15日生
(111 丙I也 r~ ， 1 ~6 か月児 58年11月16日-12月15日生

3 i:¥c:児 6月21日 56年12月1日-57年5月31日生

※駐車場ヵ、手狭のため、なるべく車でのおいでは御遠慮、ください。
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日
本
脳
炎

予
防
接
種
を
実
施

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、

指
定
さ
れ
た
各
会
場
で
お
受
け
く
だ

さ
い
。

〈
対
象
者
〉

O
初
回
H
昭
和
五
十
六
年
四
月

一
日

か
ら
五
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん

O
追
加
H
昭
和
五
十
五
年
四
月
一

日

か
ら
五
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま

で
に
生
ま
れ
、
昨
年
初
回
と
し
て

一
固
ま
た
は
二
回
接
種
し
て
あ
る

子
供
さ
ん

O

こ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん

で
、
初
回
、
追
加
が
完
了
し
て
い

な
い
人
も
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
接
種
方
法
〉

初
回
と
し
て
一
か
ら
二
週
間
隔
で

二
回
接
種
。
さ
ら
に
、
お
お
む
ね
一

年
後
に
追
加

一
回
接
種
。

〈
日
程
・
会
場
〉

別
表
の
と
お
り

〈
悼
付
弘
γ
物
制
〉

えつ広報

母，
r

寸
手
帳

(問
診
票
は
各
会
場
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
)

〈
注
意
事
項
〉

①
五
月
に
ポ
リ
オ
(小
児
マ
ヒ

)、
麻

し
ん
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
、

一

か
月
間
は
他
の
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

②
七
月
に
行
う
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B

C
G
接
種
を
お
受
け
に
な
る
子
供

さ
ん
は
、

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を

受
け
て
二
週
間
を
経
過
し
て
か
ら

お
受
け
く
だ
さ
い
。

③
問
診
票
は
、
当
日
会
場
で
お
配
り

し
ま
す
の
で
、
自
宅
で
必
ず
体
温

を
計

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

④
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、

車
で
の
来
場
は
御
遠
慮
く
だ
さ
い
。

⑤
予
防
接
種
の
個
人
通
知
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
こ
の
広
報
を
よ
く
読
ん

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

次
の
よ
う
な
子
供
さ
ん
は
、
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
害
者
。

②
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓

疾
患
に
か
か

っ
て
い
る
人
で
、
そ

の
疾
患
が
急
性
期
も
し
く
は
増
悪

期
や
活
動
期
に
あ
る
人
。

③
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ

っ
た
人
。

④
は
し
か
、
水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
、
風
し
ん
、
手
足
口
病
な

ど
に
か
か
り
、
治

っ
て
か
ら
一
か

月
た

っ
て
い
な
い
人
。

⑤
医
師
が
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

izb三h 士jき 名 市1'tl'田i干'f(町H 対 象 I也 区

塩田母子健康センター
月6 4 1月6 3 

中j:j;_田 ・別戸斤I也区

神科 (畑山、伊勢山、富士見台、 神科新

上野 が丘公民館 日 日 屋、 ![!-f'竹、西野竹、笹井、 川原、

(刈 (本) 岩門)

川西社会福祉センター
月6 月6 

川西地区

神川 地 区公民館
神)11(大屋、岩下、 ド青木、みすず台南、

5 14 みすず台北)
日 日 東部(踏入、泉町、上常国、中常国、下

東部地区防災センター レド) 伶j
常田、北常回、常入、 材木町)

塩田母子健康センター
月6 6 1月6 8 
東土範囲・西塩田地区

上野 が丘公民館
神科 (染屋、蛇沢、金井、 山口、大久保、

(ホ日) 
日 長島、金剛寺)

I孟尻 地区公民館 (刈 秋和、上塩尻、下塩尻

月6 月6 
南部 (南天神町、泉平、北天神町、松尾町、

上田市保健セ ンター 鷹匠町、本町、末広町、大手町)
(市役所南庁合 2j:皆) 7 19 中央 (横町、海野町、原町、袋町、 馬場

日 日 町、田町、丸沼町、木町、北大手)

農村環境改善センター
ど的 (ぶ)
盟殿地区

北部(上川原剛町、下川原柳町、愛宕町、

上田市保健セ ンター 柳町、上鍛冶町、鍛冶町、上房山、

月6 月6 
下房山、新田、上紺屋町)

城下 (小牧、諏訪形、須川、中村、朝日

三 好町会館
11 21 ケ丘、 三好問、御所、中之条、千
日 日 曲町)
(火) 伶j

泉田 (半過)

神川地区公民館
神川 (上青木、梅が丘、 久保林、 黒坪、

上沢、国分、下堀、上堀)

西部 (下紺屋町、鎌原、西脇、新町、諏

|二「日市保健セ ンター 月6 月6 訪音rs、生塚、常磐町、緑が丘、新

屋、繰が丘北、緑が丘西、城北)
12 25 

川辺 (上田原、 川辺問、倉升、神畑、下日 日
川辺町 会 館 (ノド) (火) 之条、築地、東築地)

泉田 (福田、 吉田)

日本脳炎予防接種目程表

六
月
中
旬
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ

ま
す
。

い
ず
れ
も
有
料
で
す
が
、
企
業
の

師
・:
N
H
K
チ
1
7
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
石
沢
清
史
さ
ん

受
講
料
・
・
・
無
料

講

が
不
適
当
と
認
め
た
人
。

⑥
以
前
に
予
防
接
種
を
受
け
て
、
異

常
な
副
反
応
を
起
こ
し
た
こ
と
が

あ
る
人
。

※
接
種
当
日
お
よ
び
翌
日
は
、
激
動
、

入
浴
を
控
、
え
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
雑
排
水
汚
泥

収
集
運
搬
業
務
の

※時間は各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。

生
活
環
境
課
環
境
指
導
係

宮
⑫
4
1
0
0内
線

3
0
2

有
線
②

0
6
7
1

市
で
は
、
家
庭
雑
排
水
汚
泥
の
収

集
・
運
搬
業
務
(
一
般
廃
棄
物
処
理

業
)
の
許
可
を
希
望
す
る
方
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
、
次
に
よ
り
開
催

し
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

と

き

・
:
五
月
三
十
日
嗣
午
後
二
時

か
ら

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
役
所
南
庁
舎
五

階
第
一
・
二
会
議
室

対
象
者
:
・
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
w

法
人
に
あ

っ
て
は
、
市
内
に
主
た

る
事
務
所
ま
た
は
営
業
所
が
あ
る

方

して配布

f卸了 ;1記〈

て、 {愛:待E

長:さんを



県
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

年
も
「
経
営
管
理
大
学
校
講
座
」
を

県
下
で
三
十

コ
!
ス
開
催
し
ま
す
。

市
内
で
も
、

中
小
企
業
団
体
中
央

会
に
よ
る
「

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
専
門

コ
l
ス
(
入
門
、
基
本
、

応
用
)」が

六
月
か
ら
七
月
に、

商
工
会
議
所
に

よ
る

「
専
門
庖
化
研
修
コ

l
ス」

か

小
冗
マ
ヒ
予
防

経
営
管
理
大
学
校
の

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

受
講
生
を
募
集
一

を
投
与
(
二
回
目
)

県
企
画
研
修
セ
ン
タ
ー

E
0
2
6
2
⑮
9
5
1
8
 

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

だ

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
予

防
の
た
め
、
ポ

リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投

与
(
二
回
目
)
を
別
表
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
お
受
け
く

だ
さ
い
。

えつー (11)一一一 昭和60年 5月16日 広報

昭和60年度・急性灰白髄炎予防接種目程表(春期)

会場名
機手伝日

対 象 地 医
( 2恒!日)

上田市保健センター
東部・西部・堀尻地区

( 市役所南庁~.. ( 21;符)
5月28日(火)

三好 町 会館 城下地区

上田市保健センター
南部・中央・北部地区

(市役所南庁舎H皆)
5 月29 日(ノド)

上野が丘公民館 神科・盟殿地区

川 辺 町 会館 川辺・泉田地区

5 月30日(ノト)

川西杜会福祉センター 川西地区

神 川 地区公民館 神川地区

5月31日倒

塩田母子健康センター t.i回1也区

※受付時間は各会場とも午後1時30分から 2時30分です。
※詳しくは、3月16日付けの「広報うえだ」を御覧くださし、。

六
月
中
旬
に
、

ま
す
。

い
ず
れ
も
有
料
で
す
が
、
企
業
の

活
力
と
創
造
性
を
発
揮
し、

企
業
経

営
の
質
的
拡
充
強
化
を
図
る
た
め
、

多
数
の
方
が
御
活
用
さ
れ
る
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。
な
お
、

申
し
込
み
は

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

県
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
中

央
会
上
田
支
部
(
宮
⑫

1
7
8
8
)、

商
工
会
議
所
(
宮
⑫

4
5
0
0
)
に

お
問

い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ

ゴ
ミ
問
題
を

ア
l
マ
に
講
演
会

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑫

8
5
1
7

五
月
三
十
日
は
「
消
費
者
の

日
」

で
す
。
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、

こ
の
日
を
記
念
し
て、

ゴ
ミ

問
題
を
テ

!
?
に
消
費
者
の

日
記
念

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

・
・
六
月
六
日
同
午
後
一
時
三

十
分
か
ら
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
回
合
同
庁
舎
六
階
講
堂

テ
l
マ:・
く
ら
し
を
見
直
そ
う

1
ゴ

ミ
問
題
と
リ
サ
イ
ク
ル

ー

師・

:
N
H
K
チ

l
フ
プ

ロ
デ
ュ

ー
サ

ー

石

沢

清

史

さ

ん

受
講
料
・・・
無
料

申
込
方
法
・:
六
月
一
日
出
ま
で
に
市

生
活
環
境
課
(
宮
⑫

4
1
0
0
内

線

3
0
1
)
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

講「
暮
ら
し
の

中
部
電
力
上
国
営
業
所

サ
ー
ビ
ス
課
宮
⑫

1
2
4
0

中
部
電
力
上
国
営
業
所
で
は
、

地

域
の
皆
様
に
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し

を
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
「
暮
ら
し
の

電
気
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

:
・
五
月
二
十
三
日
附
か
ら
同

二
十
六
日
日
ま
で

と
ニ
ろ
:

「
上
田
西
武
」
四
階

入
場
料
・・・
無
料

そ
の
他
:
・
御
来
場
の
方
に
、
も
れ
な

く
組
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

訂

正

お

わ

び

おあみ第
わる」九「
びの中三広
しは 、四報
て、鈴号う
訂三・村のえ
正 七・手IJ十だ
しの夫ぺ」

ま誤さ |五
す り んジ月
。てい 「ー
し八・お日
た七・〈発
。とや行白 ※時間

方配布方法が変わりました
昨年ま では、 相染閣の高齢者優待券は老人クラブ会長さんを通して配布

しましたが、今年はこれを改めて次の方法でお渡ししますので、御了承〈
アごさし、。

①70歳以上の方は、老人保健の健康手帳を相染閣の窓口に提示して、優待
券の交付を受けてください(6回券が12回券になりました)
②70歳未満で老人クラブ会員の方には、従来どおり老人クラブ会長さ んを
過して優待券をお渡しします (従来どおり 6回券)

〈社会課高齢者婦人係宮⑫4100内線377>

E霊藍圏璽彊霊翠霊ヨ
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の
た
め
、
い
っ
た
ん
加
盟
す
る
と

ラ
ン
ク
を
上
げ
よ
う
と
、
手
段
を

選
ば
な
い
強
引
な
勧
誘
に
走
る
よ

う
に
な
り
が
ち
で
す
。

一
被
害
者
に

な
ら
な
い
た
め
に
一

マ
ル
チ
商
法
で
あ
る
か
ど
う
か
を

見
分
け
る
に
は
、
次
の
三
点
を
よ
く

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
版
売
活
動
以
外
の
利
益
が
大
き
い

(
特
定
利
益
)

②
入
会
金
な
ど
高
い
お
金
を
取
ら
れ

る
(
特
定
負
担
)

③
商
品
を
仕
入
れ
て
売
る
(
再
販
行

為
)
こ
れ
ら
は
、

的
な
特
色
で
す
。

「
絶
対
も
う
か
る
」
と
言
わ
れ
た

り
、
た
と
え
勧
め
る
人
が
か
つ
て
の

同
級
生
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
場

の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
る
こ
と
な
く
冷

静
に
判
断
し
、
被
害
を
こ
う
む
ら
な

い
よ
う
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
方
、
マ
ル
チ
商
法
は
「
訪
問
販

売
等
に
関
す
る
法
律
」
で
規
制
さ
れ

て
お
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
た
に
加
盟
し
た
人
あ

る
い
は
ラ
ン
ク
を
上
げ
る
契
約
を
し

た
人
が
、
契
約
し
た
日
か
商
品
の
引

き
渡
し
を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅

い
日
か
ら
十
四
日
以
内
な
ら
、
書
面

に
よ
り
無
条
件
で
契
約
が
解
除
で
き

る
も
の
で
す
。
な
お
、
契
約
解
除
は

後
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
、

内
容
証
明
郵
便
が
適
切
で
す
。

ま
た
、
マ
ル
チ
商
法
の
定
義
に
あ

て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
法
の

網
の
目
を
く
ぐ

っ
た
マ
ル
チ
的
商
法

の
被
害
も
目
立

っ
て
増
え
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

J
フ
ま
い
話
4

に
は
裏
が
あ
る

最
近
、
各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
る
消
費
者
相
談

の
な
か
で
、
マ
ル
チ
商
法
や
マ
ル
チ

的
商
法
に
よ
る
相
談
が
急
増
し
て
い

ま
す
。上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

昭
和
五
十
九
年
度
中
に
こ
れ
ら
商
法

に
関
す
る
相
談
が
十
八
件
あ
り
ま
し

た
。
商
品
別
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

が
九
件
、
続
い
て
羽
毛
布
団
三
件
、

洗
剤
二
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

J
つ
ま
い
話
。
を
も
ち
か
け
ら
れ
で

も
、
す
ぐ
に
は
飛
び
つ
か
な
い
で
、

よ
く
考
え
て
慎
重
に
対
応
し
ま
し
ょ

、「，，。一
マ
ル
チ
商
法
と
は
・
:
一

そ
の
仕
組
み
一

マ
ル
チ
商
法
と
い
う
の
は
、
商
品

販
売
の
た
め
の
仕
組
み
の
一
つ
で
す
。

次
々
と
新
し
い
版
売
員
を
勧
誘
し
て

組
織
を
広
げ
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
、

「
ね
ず
み
講
式
商
法
」
と
も
い
わ
れ

て
い
i
f。

えつ広報戸第 935号
月1日

Eコ
ヲゴ

マ
ル
チ
商
法
に
よ
る
相
談
急
増

こ
の
商
法
の
特
徴
は
、
商
品
を
売

っ
て
得
る
利
益
よ
り
も
、
新
規
の
販

売
買
を
加
盟
さ
せ
た
と
き
に
支
払
わ

れ
る
H

紹
介
料
々
の
ほ
う
が
、
は
る
か

に
大
き
い
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、

商
品
の
版
売
は
二
の
次
で
、
販
売
買

集
め
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り

あ
の
手
こ
の
手
で
知
人
や
友
人
を
誘

い
込
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
相
手
に
経
済
的
な
損

害
を
与
え
る
ば
か
り
か
、
人
間
関
係

が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
マ
ル
チ
商
法
の
特
徴

と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

O
加
盟
す
る
と
き
、
入
会
金
、
権
利

金
、
商
品
代
金
な
ど
の
名
目
で
金

銭
の
支
払
い
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

O
会
員
に
は
、
例
え
ば
「
小
売
庖
」

「
特
約
庖
」
「
代
理
屈
」
と
い
っ
た

い
く
つ
か
の
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
上

位
に
な
る
ほ
ど
販
売
利
益
も
H
印
刷

介。

n，
幸
今
十

y
o

晶、

マ
ル
チ
商
法
の
一
般

(マルチ商法の)
仕組みの 1例

乾電池の回収に御協力をあなたの考えを市政提言電話ヘ
ft25-2539(留守番電話) 使用済みの乾電池は、透明な

ビニール袋に入れて、週一回の

危険物収集日に、決められた集

積場所へお出しくださし~

(生活環境標宮⑫4100内線301)
清掃事務所宮⑫0666

市では、「市政提言電話」を設置して、市民の

皆さんの市政に対する建設的な御意見、御提案

をお待ちしています。電話の開設時間は、午前

9時から午後8時までです。

1日現イ主)

( +528) 

( +336) 

(十192

( +525 

寸。
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